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施政方針施政方針
町議会４月臨時会で髙橋寛寿町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。町議会４月臨時会で髙橋寛寿町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。

に
操
業
し
て
以
降
、
雇
用
の
拡
大
に
伴
い
人

口
が
増
加
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ま
ち
の
人
口
動
向
は
国
の

人
口
動
向
に
連
動
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
続
く
現

状
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
こ
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
「
住
み
や
す
さ
日
本

一
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
し
な
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
を

築
く
た
め
に
は
、
住
み
や
す
く
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
働
く
場
を
つ
く
り
、
定
住
す
る

場
所
を
整
え
、
こ
れ
ま
で
、
高
校
を
卒
業
す

る
と
県
外
等
に
移
り
住
み
、
そ
の
ま
ま
故
郷

に
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
若
者
た
ち
が
、
金
ケ

崎
に
戻
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
十
一
次
金
ケ
崎
町
総
合
計
画
の
基
本
的
目

標
も
、
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
り
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
内
容
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
第
十
一

次
金
ケ
崎
町
総
合
計
画
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
、
今
回
の
肉
付
け
予
算
を
含

め
、
令
和
４
年
度
予
算
を
一
般
会
計

92
億
３
３
６
１
万
７
千
円
、
特
別
・
企
業

会
計
56
億
６
９
７
５
万
３
千
円
、
総
額

１
４
９
億
３
３
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

令和４年度令和４年度
金 ケ 崎 町金 ケ 崎 町

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
社
会
状
況
・
経
済
活
動
等
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
徹
底
し
た
感
染

予
防
対
策
を
継
続
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
20
年
の

１
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
23
年

以
降
減
少
に
転
じ
、
令
和
３
年
10
月
１
日
現

在
、
１
億
２
５
５
０
万
２
千
人
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
９
年
に
子
ど
も
の
数
が
高
齢

者
の
数
を
下
回
り
、
少
子
化
の
一
方
で
高
齢

化
が
進
展
す
る
「
少
子
高
齢
化
社
会
」
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
30
年
の

１
万
７
１
１
２
人
を
ピ
ー
ク
に
昭
和
50
年
代

半
ば
ま
で
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。
当

時
、
日
本
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
中
で

も
、
当
町
の
人
口
は
減
少
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
の
は
、
ま
ち
に
働
く
場
が
少
な
く
、
町

民
は
町
外
、
県
外
に
仕
事
を
求
め
、
仕
事
の

あ
る
地
域
に
定
住
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
先
人
達
は
工
業

団
地
、
住
宅
団
地
を
造
成
し
企
業
誘
致
に
奔

走
し
、
働
く
場
の
創
出
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
55
年
に
大
手
企
業
の

工
場
が
、
岩
手
中
部
（
金
ケ
崎
）
工
業
団
地

1　定住対策 2　産業振興 3　子育て支援

▶町補助金を活用し移住定住を促
進。▶国道４号拡幅事業の促進、町
道野田・前野線等の道路改良整備を
実施。▶田園バスを含めた全体的な
利用の検討。▶水道事業の健全運営
に係る計画策定。▶自主防災組織等
への防災研修会の開催。▶胆沢川洪
水浸水想定区域の指定による新防災
マップの作成。▶消費生活の啓発活
動や相談体制の充実など。

▶ほ場整備の推進。▶スマート農業
技術導入による経営規模拡大支援。
▶新規就農者の確保支援。▶自動車・
半導体関連企業の事業展開・規模拡
大の支援。▶町有工業用地の整備や
民間開発の誘導。▶工業用地確保と
物流・IT 関連企業への誘致活動展
開。▶「北東北デスティネーションキャ
ンペーン」開催。▶新型コロナ対策
における事業者、雇用者への支援。

▶在宅子育て応援金、小児インフル
エンザ、おたふくかぜの任意予防接
種費用等の助成。▶ 18 歳までの保
険診療自己負担分の全額助成。▶保
育料、副食費の第３子無償化。▶認
可外保育施設やファミリー・サポー
ト・センターの利用助成。▶子ども
家庭総合支援拠点事業の推進、子育
て関連諸手続きワンストップ対応の
検討。 全文はこちら全文はこちら

主要事業紹介「住みやすさ日本一」のまちづくりへ

　
以
上
の
取
り
組
み
に
加
え
、
除
雪
に
対
す

る
住
民
の
苦
情
を
真し

ん
摯し

に
受
け
止
め
、
除
雪

作
業
の
円
滑
化
を
推
進
す
る
た
め
、
雪
対
策

室
を
設
置
し
、
改
善
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
昨
年
度
導
入
し
た
県
と
の
交

換
除
雪
や
除
雪
機
械
管
理
シ
ス
テ
ム
を
継
続

し
、
除
雪
作
業
に
必
要
な
機
械
の
計
画
的
導

入
・
更
新
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
を
充
実
し
、
若
者
の

町
内
定
住
・
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
小
中

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
新
た
な
行
政
需
要
に
対
処
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
産
業
の
振
興
、
定
住
促
進
に
よ
る

税
収
増
や
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
の
一

層
の
推
進
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
事
務
事
業
の
総
点
検
を
実
施

し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
と
安
定

し
た
財
政
基
盤
の
維
持
が
必
要
で
す
。
改
め

て
、
事
務
事
業
の
目
的
は
何
か
、
手
法
は
今

の
ま
ま
で
良
い
か
等
を
点
検
し
、
業
務
の
整

理
整
頓
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
苦
情
や
ク
レ
ー
ム
と
い
わ
れ
る

も
の
は
、
大
切
に
す
べ
き
町
民
の
要
望
で
あ

り
貴
重
な
意
見
で
す
。
町
民
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
課
題
の
改
善
、
軽
減
、
解
消
へ

つ
な
げ
る
こ
と
で
「
住
み
や
す
さ
日
本
一
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4　　　健康増進・福祉 5　　　　教育・文化

▶妊産婦応援給付金、妊婦宿泊費等の助成。▶健幸ポイ
ント事業の促進、健幸アンバサダー養成。▶新型コロナ
ワクチン接種対応の推進。▶金ケ崎診療所に呼吸器内科
を開設、婦人科診療日を増加。▶地域福祉を担う人材育
成や地域環境づくり、成年後見制度の体制整備。▶障が
いのある人も安心して生活できる環境づくり。▶介護保
険料金額の維持、介護予防教室の運営と通いの場の支援。

▶地域や幼稚園の特色を生かした幼児期教育の推進。▶
プログラミング・ICT 教育の推進。▶英語指導助手の配
置やイベント等の開催。▶地域課題の解決につながる学
習機会の提供。▶金ケ崎ミライラボ事業の推進。▶自治
会の諸行事等の見直しの検討。▶生涯を通じてスポーツ
と触れ合う機会の提供。▶読書活動・企画テーマの取り
組みの推進。▶町内文化財について保護の方向性を検討。

む
す
び
に

は
じ
め
に
（
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
）


